
















環として、2007（平成 19）年 3 月に設定された（関東森林管理局、2008a）。父島では、保
存地区（コアゾーン）と保全利用地区（バッファーゾーン）を合わせ、総面積の 60％の地
域が指定された（関東森林管理局、2008b）。翌 2008 年 3 月に小笠原諸島森林生態系保護地















管理局、2008b；小笠原諸島森林生態系保護地域住民説明会 -2008 年 3 月 11 日父島 - 筆者
による傍聴メモ）。最終的に、3 本のルートがオガサワラノスリの非繁殖期のみ利用可と指
定されたが、そのうちの 1 本は繁殖期末期の 5、6 月の利用が一部分で認められた。また、
ほかの 1 本は利用が優先されて周年利用が可能となった。利用が優先されたこれら 2 本の
ルートにおいては、オガサワラノスリの行動モニタリングが併せて実施されることになっ
た。保全利用地区内の 9 本に関しては、元より利用が優先された（関東森林管理局、
2009）。そのうちの 1 本は、オガサワラノスリの営巣地の近辺にあったが、指定後の 2009










のみ利用可能な 3 本の指定ルート（うち 1 本は一部繁殖末期にも利用可能な部分を含む；
以降、「非繁殖期ルート」）、バッファーゾーン内にあり、ルート沿いの土砂崩落後に閉鎖さ





ルート」に最も近い B つがいと C つがい、「閉鎖ルート」に最も近い D つがいの計 4 つが
いとした。検討対象が 5 ルートであるのに対して 4 つがいなのは、B つがいが「非繁殖期
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ルート」2 本（ただし、一部は 5、6 月も利用可能）から最も近い営巣地を持つためである。
調査期間は、小笠原諸島森林生態系保護地域の「利用のルール」適用前の 2000 ～ 2004、
2007、2008 年、適用後の 2009 ～ 2014 年とした（つがいにより欠損データあり）。営巣地
から 1 羽以上の雛が巣立った場合を、繁殖成功とした。オガサワラノスリの雛の巣立ち・
家族期にあたる 5-7 月（Chiba & Suzuki, 2011）に、見晴らしの良い観察定点から巣立ち雛






営巣地につき 4 時間以上行った。オガサワラノスリの 1 つがいの行動圏は平均 1km2 未満
と狭く（Suzuki & Kato, 2000）、オガサワラノスリの雛は、頻繁に餌ねだり声を発し、目
立つ高所に止まったり、親鳥を追って飛び回ったりするため、4 時間の観察中に見逃すこ








表 1 に、つがい A ～ D の繁殖成果の履歴を示す。つがい A は、「利用のルール」導入以
前から繁殖成功が少なく、導入後も繁殖に失敗し続け、2014 年に初めて成功した。つがい












閉鎖ルート利用優先ルート 非繁殖期ルート1 非繁殖期ルート2 非繁殖期ルート3









調査年 A B C D
2000 「利用のルール」適用前－ ○ × ○
2001 × × × × ← D 巣近辺で施設工事と管理道開設
2002 × ○ ○ ×
2003 × ○ × ×
2004 － － － ×
2005 － － － －
2006 － － － －
2007 － － － ×
2008 × ○ × ○ 「利用のルール」適用（9月）
2009
適用後
× ○ ○ × ←繁殖中期に D 巣近傍ルート閉鎖
2010 × ○ ○ ○
2011 × ○ ○ × 世界自然遺産登録（7月）
2012 × ○ ○ ○
2013 × ○ ○ × ←大雨により D 巣が崩落
2014 ○ ○ － ○
近傍ルート
の利用形態 利用優先 非繁殖期 非繁殖期 閉鎖
　○：巣立ち成功、×：巣立ちなし、－：データなし．




定利用者数が高く、年間利用者は 1000 人を超えると考えられ、近年は 2000 人に迫った。
2011 ～ 2014 年の 4 年間の平均利用者数は、「利用優先ルート」が 1620（±519 SD）人で、
そのうちの観光利用の割合が平均 65.9%（1068 人）だった。一方、「非繁殖期ルート」は、
1 ～ 3 の順に、4 年間の平均利用者数が 313（±108 SD）人、459（±155 SD）人、224（±





活動により、繁殖行動を攪乱されることはよく知られている（Newton, 1979；Anthony et 
al., 1995；環境省自然環境局野生生物課、2013）。White & Thurow （1985）は、アカケア




の給餌時間を減らし、親鳥自身の採餌量と雛への給餌量が減少した（Steidle & Anthony, 
2000）。ヨーロッパのノスリ（Buteo buteo）は、道を避けて営巣し（ex. Penteriani & 
Faivre, 1997； Krüger, 2004）、近傍の歩道や道路の通行が多い営巣地ほど繁殖成功率が低
い（Krüger, 2002；2004）。ヒゲワシ（Gypaetus barbatus）の親鳥は、攪乱があると巣を空
けがちになるが、その反応は繁殖ステージにより異なり、攪乱発生地点が巣に近いほど、



















護された B、C、D の営巣地は有効に保全され、保護されなかった A の営巣地は保全され
なかった可能性が高いと言えよう。
現在の父島では、観光客が利用可能な遊歩道は、指定ルートの他に、国立自然公園遊歩




















オガサワラノスリ営巣が認識されつつも利用が優先された A と B の営巣地付近では、小
笠原森林生態系保全センターによるオガサワラノスリのモニタリングが、繁殖期（1 ～ 6
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